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ハーバードでの研究生活の 5 年目がスタートしました。僕が所属する BBS プログラムは平均し

て5〜6年で卒業する学生が大半です。僕も来年の夏に卒業できるように日々研究をしています。この

時期になると卒業後の進路について聞かれることが多くなってくるのですが、今は日本でアカデミア、

もしくは企業に就職することを考えています。その準備として今月は横浜で開かれる日本生化学大会、

来年は日本細菌学会総会に参加する予定です。この報告書をご覧になっている方でいい求人があるこ

とを知っているという方がいらっしゃればお知らせください！ 

 

今年の夏は共著の論文が米国化学会誌、筆頭著者の総説が Current Opinion in Chemical Biology 

誌に掲載されました1,2。前回の報告書では SEDS タンパク質と呼ばれるタンパク質のファミリーがバ

クテリアの細胞壁を作るペプチドグリカン合成酵素の一員であると紹介しましたが、どのようなメカ

ニズムでこのタンパク質がペプチドグリカンを合成しているのかまだ分かっていませんでした。共著

の論文では SEDS タンパク質が糖鎖を合成するメカニズムの一端を報告しています。総説では SEDS 

タンパク質の研究の歴史、及び生化学的手法を用いたペプチドグリカン研究についてまとめました。

短い総説なので研究内容に興味がある方がいればぜひご覧ください。 
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